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(lseki Touhoku Yamagata-Brαnch Coリ Ltd.Tendou， Yamagata， 994-0067， J.αrpan) 

はじめに
水稲の省力低コストイとを図るため，機械移植栽培の

株間を30cmに広げた尺角櫛えの疎J植栽培は，慣行栽培

とほぼ同様の収量悦が確保できる.一方で，最高分げ

つ以降葉色が濃く経通して成熟期まで続くことより，

品質食味への影響が懸念されていた.

このため，疎植栽培における玄米品質及び食昧謡査

を実施し，高品質米生産対策を明らかにする.

材料および方法

水稲品種「はえぬきjを供試し， 2008年に天童市塚野

目，尾花沢市安久戸， 111形市南石器において，株間30

αn，条照30cmの疎植栽培区 01.1株1m')と慣行栽培区
(天童市19.0株1m'， 尾花沢市21.2株1m'， 山形市21.0株/
m')を設置した.土壌条件は天叢市と山形市が縮粒グラ

イ土壌で尾花沢市は黒ボク土壌であり，移植日は天章子1]"

が5月17日，尾花沢市が5月初日， 111形市が5月日日

である.施肥は天童市が基肥全量一発 (N: 9.6kg/10a)， 

尾花沢基Il己N: 5.6kg/10a追肥2回N: 0.8-ト0.8kg/10a，

山形市基肥N: 5.1kg/10a追肥N: 1.6kg/10aである.

結果および考察

(1)生育概況

疎植栽培区は 7月1日頃から収穫期まで慣行栽培区

よりも葉色が濃く経過し，刈り取り時の下葉枯れも少

なく生葉数も多い.疎植栽培i玄の最高分けっ壊は慣行

栽培思より 10日程度遅い 7月10臼頃になり，茎数は200

本1m'程度少ない.錬植栽培区の穂数は慣行栽培尽に比

較し100本1m'程度少ない.本年度は 8月下旬の低温日

日夜不足によって下位葉が急激に枯れ上がってしまい登

熟への影響が懸念されたが，登熟後半の 9月になって

天候が回謹し，本県水稲作栴は104でやや良の作柄となっ

た.なお，調査圃場提供者の作柄についても同様の結

果であった.

(2)収量構成要素及び玄米霊

謀植栽培藍の登熟歩合は，天童市と山形市では 5%

程度高く，罷花沢市では同等である.天童子容，山形市

のm'当り籾数が4万粒1m'と山形県における「はえぬきJ

適正生育指標に比較して過剰であるのに対し，尾花沢

9 

市は3.2万粒1m'の適性籾数篠保であることより登熟歩

合が93%と非常に高くなっている.

収量は，天童市と山形市が慣行栽培区750kg/10a，

疎植栽培思720kg/10aであり，罵花沢市は掠植栽培区，

慣行栽培区とも580kg/10aで、あった.なお，天童市と

山形市は慣行栽培区の収穫適期に合わせて調査株のメiJ

り取りを行ったために疎櫛栽培区はやや早刈りとなっ

た.疎植栽培のメIJ取り適期は一遊間寝度遅くするのが

一般的である.

(3)品質

疎植栽培によって2.1mm以上の割合が低下するようで

あるが， 1.9mm以上の精玄米割合はほぼ同等で、あり収量

への影響はほとんどない.また，整粒歩合，未熟粒歩

合についても両区の差は認められない(第l表).なお，

Z束植栽培IXは慣行栽培区の成熟期に合わせて歩メIJり調
査を実施したので早刈りとなったことで千粒重がやや

低くなった.

(4)食味

玄米タンパク含有率は疎植栽培毘と噴行栽培区の差

よりも地域差が大きい.天童市と尾花沢市では疎植栽

培でややタンパク含有率が高いようになったが，刈り

取り時期を慣行栽培に合わせて早く行ったので，適耳目

刈り叡りを行えば同等と判断される.

出穏期以降の疎植栽培毘は葉色が濃く経過したが，

玄米タンパク質含有率への影響は認められず，慣行栽

培区と同等である.

山形県稲作指針の「はえぬき」の玄米タンパク

率の目標鐘は7.0%であるが，いずれもおおよそ達成し

たが，尾花沢市では担当農家の葉色診断結果と土壌条

件を勘案して穂肥の分割対応で食味向上に努めている

のが特徴である.

(5)まとめ

疎植栽培は領行栽培と同等の玄米品質及び食味とな

り，登熟期間はやや葉色が濃く経過するが，玄米タン

パク質，外観品質への影響はない.なお，疎植栽培に

おいても籾数過剰の生育によって玄米タンパク質が高

くなることから遥正籾数確保を図る必要がある.
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議査日

第 l図 天童市における疎植栽培の茎数推移

調査日

第 2図 尾花沢市における疎植栽培の菜数推移

第 l表 玄米重及び~.文量構成要素，品質

場所 区分
精玄米重 屑米重 千粒重 nf籾数 キ育籾歩合 品質調査(議長比%)

Kg/10a g 千粒 % 

疎J南区 724 67 23.0 37.4 93.0 82.0 16.3 

慣行区 754 70 23.2 44.0 87.6 83.7 15.0 

尾花沢市 ifJJi;1l立i玄 580 29 23.3 33.7 93.2 86.4 10.9 

慣行IR 580 29 23.7 33.7 93.1 85.0 13.1 

IW診r行 正京植区 724 80 22.6 44.4 90.3 77.2 21.3 

754 67 23.0 42.2 85.8 77.5 21.6 

第2表 食味関連成分及びスコア評価について

;場所 ぼ分
タンノfク アミロース

脂肪酸度 老化性
合有率%

スコア
拡

天草Z市 路R槌区 7.4 21.6 13 86 77 

慣行区 7.2 21.5 14 86 78 

尾花沢市 疎植区 6.5 21.3 14 84 84 

慣行区 6.4 1.5 17 84 76 

山形市 線布立区 7.3 21.4 15 86 77 

慣行13: 7.3 21.3 14 86 77 

※食味計はシズオカ精機 CGS-1000)

疎極lR 37株/坪 慣行区 70株/坪

第3図 尾花沢市「はえぬきjの成熟期の生育状況 2008年 9月29E3 
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